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1　は　じ　め　に

著者等は乾田直楢に比べ，水管理がし易く，雉草防除や

肥培管理にとって比較的有利な湛水直播方式を前提とし，

より省力的で安定した出芽苗立と，倒伏防止を兼ね備え，
全天候型播種が期待できる「植代同時作構表面播種法」を

市販されている播種機搭載型ドライブハロー（ロータリ・

シーダ）を利用し試験を行った。これは，ディスク固定部

に試作した船底型溝切り器を装着し，代かき後の土壌に適

合した構形成ができるように溝切り法を改善し，形成され

た溝底表面に酸素供給剤を粉表した種子を播種する方法で

ある1）。この播種法の実用化を図るため，1996年は植え代
直前の土壌硬度に変化を与えるため代かき法を異にし，

「溝切り角度と播き溝深．梓基部埋没深及び苗立ちの関係」
について検討した。

2　試　験　方　法

川　試験実施場所：福島県農業試験場会津支場圃場
（細粒灰色低地土）

（2）供試品種：ひとめぼれ

（3）播種月日：5月22日及び5月24日

（4）供試種子：教案供給剤（商品名：カルパー16）2倍
量粉衣種子

（5）目標播種量：乾籾畠で6kg／10a

（6）播種作業：植え代同時播種l）

（7〉　横切り角度の調整：船底型溝切り器日の排上坂の角

度で調節（角度は区の構成参照）
（8）水管理：代かき期間：（区の構成参照）

出芽期間：（播種後構部飽水一構郎潤上一

出芽始（播種後8日後）以降浅水管理
（9）区の構成（代かき法と溝形成角度）

3　試験結果及び考察

（1）代かき法と土壌硬度

植え代直前の田面の土壌硬度に変化を付けるため．植え

代前の落水を2回処理（荒代一湛水一落水（植え代4日前）

一湛水（植え代前3日一同2日前）一落水（植え代前日）〉

した区［以降，落水2回区と呼ぶ］と荒代後湛水状態を保

ち，植え代前日に落水1回処理した区［以降．落水1回区

と呼ぶ］，さらに，耕起一入水後，湛水を保ち播種前日に

落水し，播種当日に荒代と植え代を同日作業する区［以降
荒植代同日区と呼ぶ］の3通りの代かき法を実施した。

播種直前にゴルフボールを地上1mの位置から落下させ，

その埋没潔を，各区40～45カ所測定した結果を表1に示し
た。

これによると，埋没深は荒植代同日区＞落水1回区＞落
水2回区の順序で深くなった（表1）。土壌硬度は荒植代

同日区が最も柔らかく，次いで落水1回区，そして落水2

回区となり，落水2回区ではゴルフボールが地表面から0．9

cm程度露出する硬さで，落水処理により土壌硬度の調節が

可能であった。

（2）代かき法と播種商深，梓基部埋没深及び宙立ち率の
関係

各代かき区60地点で調査し．播き構深．苗立ち率及び梓
基部埋設潔に対する代かき方法と溝切り角度の双方の影響

を見るために2元配置による分散分析を行い，その結果を

表1　代かき作業法とゴルフボール埋没深

埋没深（cm）
区名（略称区名）　　　平均値　　　標準偏差
（落水1回　　区）　　　　0．02　　　　0．679
（落水2回　　区）　　　－0．86　　　　0．653
（荒植代同日　区）　　　　0．17　　　　1．257

注．1）
2）

いずれの区も植え代直前に測定。
ゴルフボールの埋没深はゴルフボールを地表面

1mから落下させ，水田地表面からゴルフボー
ルの上部球面までの沈下距離を測定した。地表
面より露出した値は－を付した。

代かき時の落水処理と代かき法（略称区名）　　　　　　　　　　　溝切り角度
水 A

 
B
 
C

荒代（播種前7日）一湛水一落水前日一植え 代同時溝形成は種　　（落水1回区）　　　a：900
荒代（播種前9日）一湛水▼落水（2回）一植え代同時構形成は種（落水2回区）　　b：1050
水1荒代一同日植え代同時溝形成は種 （荒植代同日区）　　　C：1200
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表2　代かき法と溝深，梓基部の覆土深及び苗立ち率
の関係（主効果の結果）

播き清潔　梓基部埋没深　苗立ち率
代かき法　　　（皿）　　　（cm）　　　（％）
（略称区名）　平均　分散　平均　分散　平均　分散

A（荒植代同日　区）2，14a1．0541．02a O．678　78．6　206．9
B（落水1匝】　区）3，37c O．806　2，30c O．837　84．0　382．1

C（落水2回　区）2，87b l．7231．92b O．832　82．1　278．5
F値　　　　23．783‥　　25．798‥　　1．541ns

注．各区60地点調査。＊＊は1％水準で有意であること

を示す。溝深は6月6［］（播種後15日）調査。
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表3　溝角度と構深，梓基部の覆土深及び苗立ち率の
関係（主効果の結果）

播き清潔　　梓基部埋没深　　苗立ち率
溝角度　　　（Ⅷ）　　　（Ⅷ）　　　（％）

平均　分散　平均　分散　平均　分散
a　900　3．25b l．465　2．31c l．026　82．32　224．6

b1050　2．88b l．1321．70b O．860　83，61287．7

C1200　2．25a l．2421．24a O，749　78．64　357．5

F値　　16．015‥　　　29．489‥　　　1．578ns

注．各区60地点調査。＊＊は1％水準で有意であること
を示す。
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図1　溝深と梓基部覆土深の関係　　　　図2　溝深と苗立ち率の関係

表2に示した。

これによると，播き構深は落水1回区＞落水2回区＞荒

植代同日区の順で深くなった（表2）。これは，荒植代同

日区の場合，植え代直前の落水はしてあるものの，荒代直

後であり田面の土壌硬度が柔らかく，横切り直後に溝表側

面からの土の寄りが始まるためと見られる。また，落水2

回区は落水1回区より浅くなったが，これは，田面の硬度

が高く接地抵抗が大きくなるためと考えられる。

梓基部埋没深も播き構深と同様の順序で厚くなった（表

2）。この覆土は出芽後の湛水状態による上壌崩落による

ものと見られるが．その員は碑の深さがある程度関与して

いるものと見られる（図1）。苗立ち率に対する，代かき

法の影響は見られなかった（表2，図2，図3）。以上の

ことから，苗立ち率も低下することなく，2～3cmの描き

満深となり，しかも．2cm前後の梓基部埋没深が得られる

実用的な代かき法は落水1回，又は落水2回の代かき法と

見られた。

（31横切り角度と播き溝深，梓基部埋没深及び苗立ち率

の関係

各代かき区の中で900，1050，1200　のそれぞれの構切

り角度について20地点．計60地点について，播種碑深，梓

基部埋没深及び蔚立ち率の項目を調査した結果を前項（2日司

様に解析し，表3に示した。

これによると，播種溝深は溝切り角度で900　区＝1050

区＞1200区の順となり，1200区が他の2区に比べ浅くなっ

た‾（表3）。これは．溝切り角度が大きくなると接地面が

広がり，接地抵抗が大きくなる結果と見られる。

梓基部埋没深は900区＞1050区＞1200区の順で，900

区が2．3cmと最も厚かった。この結果，梓基部の覆土量は

角度の影響を受け．角度が狭いほど厚くなる傾向を示した。
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図3　覆土深との苗立ちの関係

梓基部埋没深と苗立ちの間には有意な関係は見られなかっ

た（表3，図3）。このことから，溝切り角度が900　でも，

出芽期に出芽を抑制するような土壌崩落と覆土はなかった

と推察される。むしろ，図5で見られるように，埋没裸の

浅い方が蔚立ち率が低下するケースが多くなり．土壌硬度

が柔らかく，構切り後の泥の戻りが早い荒植代同日代かき

法では早期に覆土され，苗立ち率の低下を招く確率が高く

なると推察される。

4　ま　　と　　め

①苗立ちにとって適切と見られる3cm程度の播き溝深が

形成される土壌硬度は，ゴルフボール埋没深で0－－1cm

である。また，この土壌硬圧が得られる代かき法としては
荒代と植え代の間に1回（前日）～2回（前日も含む）程

度の落水処理を入れる方法が良い。

（診播き溝深が3cm程度となり，2cm以上の梓基部埋没深

が得られる溝切り角度は900であり倒伏防止の観点から，
実用性が高い。構切り角度が1200以上なると播き溝深と

梓基部埋没深が浅くなり倒伏抵抗性の付与が不十分と見ら

れ実用的でない。今後，梓基部埋没潔と，倒伏抵抗性の関

係を明らかにする必要がある。

③代かき法，溝切り角度（梓基部埋没深）は面立ち率に

影響しなかったが，今後，播種後の水管理及び降水と土壌

崩落の関係について検討する必要がある。
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